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［成果情報名］超急速ガラス化保存したウシ性判別胚による産子生産

［要約］ウシの性判別胚を超急速ガラス化保存し、現場融解・直接移植したところ、

10頭中3頭で妊娠を確認した。その後、それぞれの受胚牛は、予め判別されたとおり

の性別の子牛を分娩した。
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［背景・ねらい］

ウシの雌雄産み分けに用いられる性判別胚は性判別用のサンプルを採取する際に胚

が損傷を受けるため耐凍能が低く、凍結保存では受胎率が低い。近年、胚の保存法の

一つであるガラス化法が改良され、より生存性が高い超急速ガラス化法が開発された。

しかし、超急速ガラス化胚は実験室内で融解・ストロー詰めしたうえで移植する手法

が一般的であり、超急速ガラス化胚は融解後直接受胚牛に移植ができない。今回、超

急速ガラス化保存した性判別胚を移植現場で融解・移植する方法を試み、受胎性など

を検討した。

［成果の内容・特徴］

１．LAMP法による胚の性判別により、94%（16/17）の胚で性の判定ができた。

２．受胚牛にクライオトップを用いて超急速ガラス化した性判別胚を「現場融解・直

接移植法」により移植したところ、受胎率は30%（3/10）であった。

３．誕生した子ウシの性は、予め判別した性と100%（3/3）一致した。

［成果の活用面・留意点］

１．性判別胚を生産現場で広く活用できれば、任意の性別の子ウシを効率的に生産できる

ことから、繁殖農家の経営方針に沿った増頭が図れる。

２．現場での移植の際に、通常の胚移植よりも多くの器材が必要となるため、操作の簡略

化が必要である。
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